
尼崎市自立支援協議会
あまのしごと部会

平成２６年度の取り組みについて



あまのしごと部会の役割

尼崎市在住の障害を持つ方の「働くこと」につ
いての課題を検討、協議し可能な限り課題を
解決していく

【自立支援協議会の目的】

①共通の目的 ②情報の共有 ③具体的に

協働する



平成26年度の取り組み①
◇福祉的就労へのアプローチ

○目的 障害者施設商品の広める

テーマ・・授産品の質の向上と情報発信

魅力ある商品づくり・仕掛け作り

具体的な取り組み具体的な取り組み

①産業フェア・NIKKOフェアへの参加・ファミリンクAmaの活用

②尼崎市本庁内における障害者製品の販売

③JR西日本あいウィルとのコラボ企画



平成26年度の取組み②

目 的 一般就労の実現・ 企業への障害者雇用の啓発

テーマ・・一般就労における課題の掘り下げ・共通化

就労に向けての各種相談窓口の情報発信

◇一般就労へのアプローチ

就労に向けての各種相談窓口の情報発信

具体的な取り組み

①個別事例の検討

②市内ガイドブックの作成

③フォーラムの開催



福祉的就労へのアプローチ①

産業フェア・NIKKOフェアへの参加



尼崎市本庁内における障害者施設等からの物品の販売

平成27年3月23日（月）10:00～15:00

障害者優先調達推進法に基づき庁内職員への製品の情報発信

福祉的就労へのアプローチ②



福祉的就労へのアプローチ③
JR西日本あいウィルとのコラボ企画

平成28年 京都鉄道博物館のオープンに向けてお土産物として

の商品を市内の事業所と協力して作れないか？企画の提案

→市内事業所に声掛け、鉄道博物館にふさわしいお土産物を→市内事業所に声掛け、鉄道博物館にふさわしいお土産物を

協働企画し、製品にできないかワーキング部会を開催

5月にJR西日本あいウィルへプレゼンテーション予定



一般就労へのアプローチ①

「一般就労」という共通課題において、障害種別によって共通する点や
困難な状況があるのか？

委員会として個別事例検討を行う中で情報共有を行った。

個別事例の検討

・「障害クローズ問題」について

・就労の総合相談窓口配置の必要性について

・一般就労に向けた特別支援学校と就労系施設の連携について

・バリアフリーのとらえ方について

・障害に対する企業側の理解と情報発信について

→今後フォーラムの開催に向けて課題の整理



一般就労へのアプローチ②

「就労をしたいと思った時、まずどこに相談に行けばいいのか？」

「相談窓口がわからない！」という当事者団体からの意見

→当事者団体の方を中心にワーキングチームを発足

市内ガイドブック作成

→

→すぐに働きたいのか？福祉サービスを利用したいのか？
フローチャートを作成し、各機関の紹介をつけたガイドブック

を作成する

＊平成27年度の完成を目標



今後に向けて
◆福祉的就労

・障害者施設商品の情報発信

・コラボ企画の継続

◆一般就労

・共通課題の掘り下げ

・市内ガイドブックの作成

・フォーラムの開催を通して企業への啓発


